[Book reviews] KAWAKAMI Ikuo, MIYAKE Kazuko, IWASAKI Noriko (eds): Ido to Kotoba by 牲川 波都季
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識も、インタビュー調査のみでは把握できないというものである。 
























































原論文では、フィリピンにつながる A さんと中国につながる G さんとが、自分の言語的資
源や能力を認識しながら日本でキャリアを作っていった様子が読み取れる。第 7 章の上田













つことで、日本の多文化共生の実現を提案する（上田、八木）、の 4 タイプの結論である。 
これらの結論はデータから帰納されたもので説得的だったが、データと結論が合ってい
















































（せがわ はづき 関西学院大学総合政策学部） 
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